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次に足立美術館、今回は庭園と海・山十題についてです。足立美術館の庭園は、来館者を迎える

歓迎の庭、柔らかな苔の曲線が美しく赤松や紅葉が風情を添える苔庭、峰々の稜線を背景にワイド

に広がる枯山水庭、年中水温の変わらぬ湧水で悠 と々鯉の群れる池庭、横山大観の絵画をイメー

ジした白砂青松庭などから構成される。また館内の窓がそのまま「生の額絵」になる、来園者には、

あたかも一幅の山水画が掛かっているかのように庭園絵画が楽しめます。創設者　足立全康は、

植栽の松や石を全国をまわって、自分の眼と足で萬集した。そして91歳で亡くなるまでの生涯を、

庭づくりに心血を注ぎ、今日の庭園を築きあげた。アメリカの日本庭園専門誌は、2003年より連続

日本一に認定し、フランス旅行ガイドでは「三つ星」として掲載している。　海・山十題について

「海に因む十題」は、必ずしも日本の海だけをテーマにしたものではなく、波形の変化に妙味を見ることができ、特に〈海潮四題・夏〉

は茫とした月明かりの中に、重々しくうねり岩に砕け散る波を描いている。「山に因む十題」は、すべて富士山をテーマにしている。

〈①乾坤輝く〉は壮麗なたたずまいをみせる霊峰と真紅に燃え上がる旭日を象徴的に描き〈②雨霽はる〉は霧雲が晴れ上がっていく

際の山脈の流動感を、気韻高い墨調で表し、〈③龍躍る〉は写実的な趣をもつ富士に、想像

上の動物である龍をからめて描いたところが大胆で興味深く、〈④霊峰四趣・夏〉は暗雲が

立ちこめる中、雲間から群青色の富士が覗いており、夏の涼感を見事に生み出している。

足立全康の日本画萬集の情熱には定評があり、一代で大コレクションをつくりあげ、数々の

逸話が残されている。中でも昭和54年に北沢コレクションの〈紅葉〉〈雨霽る〉、〈霊峰四趣・

夏〉をはじめとする大観の作品群を一括購入した時は、当時の管財委員会の方々を泣き

落とすかのように当館に決めてもらったと言われている。自叙伝で「大観の魅力をひと言

で言うなら、着想と表現力の素晴らしさにあると思う。それは恐らく誰も真似できないだろ

う。常に新しいものに挑戦し、自分のものとしていったあの旺盛な求道精神が、その作品に

迫力と深み、そして構図のまとまりの良さを生んでいる。100～300年にひとりの画家である」と

10:00am ～ 4:00pm

お盆休みを利用して出雲大社・足立美術館に行ってきました。４回目になりますがお天気にもめぐまれ
大きさ日本一の日の丸動画も綺麗に撮れました。伊勢神宮の日の丸とはまた違う趣がありますね(^.^)
お詣り前に出雲大社について少々。出雲大社におまつりされている大国主大神様は、“だいこくさま”
として慕われ、日本全国多くの地域でおまつりされています。また“国づくり”の大業で多くの救いを与
えて下されたことが“えんむすび”の神として人々に慕われるようになったようです。先月号で天神信仰
菅原道真公をとりあげましたが、天照大神などがいる高天原の神を「天津神」。大国主大神は天孫降臨
以前からこの国土を治めていたとされる土着の神「国津神」とされている。”津„は現代語”の„と読むと
わかりやすいようです。参拝の後、ご縁横丁と呼ばれる新スポットを歩きました。伊勢神宮のおかげ横丁
を小さくした感じでお土産、出雲そばなど出雲のいいもの美しいものお腹と心を満たしてくれました。
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